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緒言
　テニスという競技の試合時間は、男子の場合、長く
なれば4時間、5時間とかかる。しかし、実際にプレ
イしている時間は、1ポイント平均で6秒、長いラリー
が続いても20秒程度といわれている。また、1つの
ポイントが終了し、次のポイントを始めるまでの間は、
ルール上、ポイントが終了してから20秒以内に次の
ポイントを始めなければならないと決められている。
チェンジコートの場合であれば、90秒である。つまり、
テニスの試合では、実際にプレイしている時間よりも、
ポイントとポイントの間の時間の方が多い場合がほと
んどであるということである。このプレイしない時間
というのは、考える時間または考えてしまう時間とい
うことにもなり、試合中におけるメンタル面という意
味においては、非常に大切な時である。したがって、
このプレイをしない時間をどのようにマネージメント
するかといったことは、次のポイントをプレイする上
で大変重要なことであるといえる。
　筆者は、これまでに、テニス選手の心理面の特徴を
把握するために「性格検査」「集中力テスト」「心理的
競技能力診断テスト」を実施し、それらを基に、選手
のメンタル面のサポート・アドバイスを実施してきた。
そして、男子テニス選手で世界に通用する選手を輩出
するということから、テニス選手のメンタル面の調査
やサポートを実施してきたが、根本的なところで、そ
の可能性を信じていないのではないかという問題に直
面したことから、世界ランキングの上位100位の現状
を調査した。その結果、平均身長は、185cmであったが、
一番低い選手で165cmが1名いた、また、180cm以下
が27名いた、ということが明らかになり、背が低く
ても世界のTop　100という世界は、チャンスのある
世界であるということが分かった。これは、「日本人
は体格的に厳しいな」と思う必要はなく、チャンス・
可能性のある世界であるということを示すものであ
り、選手のメンタル面のサポート・アドバイスを行っ
ていく上で、大変役に立ったものである。
　そしてさらに、より応用的・具体的な心理的なアド
バイス・サポートを実施するために、選手がどのよう
に考えてゲームを組み立てていくのかという、いわゆ
る戦術的要素の一つであるサービスについて分析し
た。その結果、背の低い選手でもサービスの組み立て
をうまくやれば、戦っていくことができるということ
が明らかになった。具体的には、1試合における1st
サービスの平均スピードが170km／hである選手でも、
フラット・スライス・スピンといった球種、そして、
ワイド・ボディ・センターといったコースを多様に組
み合わせていくなどといったことで、1stサービスの
平均スピードが200km／h前のようなビックサーバー
を相手にしても、戦っていけるということである。
　以上のように選手の基礎的なメンタル面の調査から
のメンタルサポート・アドバイスに加えて、世界に通
用するような選手になれる可能性がある、といったこ
とや、試合中におけるメンタル面のアドバイスという
ことをこれまでに行ってきた。
　そして本研究では、テニス選手に対するメンタルサ
ポートやアドバイスを行う際にさらなる有効な情報の
一つを得ることを目的に、世界のトップ選手が、この
プレイしない時間をどのようにマネージメントしてい
るのかについて調査、分析することとした。
方法
　プロテニスプレイヤーが年間のスケジュールにおい
てピークを合わせる4大大会にて男子選手を調査する
こととした。2009年度は、2010年1月開催全豪オー
プンテニストーナメント（ハードコート開催大会）に
て調査を実施した。開催地は、オーストラリア、メル
ボルン・ナショナルテニスセンターであった。調査対
象試合は、男子シングルス準々決勝、Roger　Federer
（スイス、以下Federerとする）対Nikolay
Davydenko（ロシア、以下Davydenkoとする）戦と
した。
　調査は、大会が開催されている会場で調査を実施し
た。試合中のサービスレディ時からボールデットまで
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とボールデッドからサービスレディまでの時間を観客
席からストップウォッチを使用して計測を行った。記
録したデータは、PC入力し、統計処理を行い分析した。
結果および考察
表1試合概要
スコア
Federer
2－6
6－3
6－0
7－5
Davydenko
試合時間：2時間36分
表2ポイント数
サービスからのポイント数
Federer　　　122Davydenko　　108＊
トータルポイント数：230＊
＊主審によるオーバーコールによるやり直しポイントを含む
ようなサービスを身につけることが必要なことである
ということが示されたといえる。
　ボールデットからサービスレディ時までの時間は、
各ゲームの1stポイントのサービスレディ時を除いて
集計を行った。その結果、・Federerが14．8±3．3sec、
Davydenkoが19．4±3．8secで、　Federerのほうが有
意に短かった（p＜0．001）（表3）。これは、自分が何
をすべきかということがはっきりしているため、プ
レーの決断が早く、時間をかけずにどんどんプレイで
きているということを示しているといえるであろう。
この時間の早さは、焦ってテンポが早くなってしまう
こととはけっして違うものである。これに対し、
Davydenkoのほうは、いろいろと考えながらプレイ
し、いかに相手を崩すかということを考えているよう
でもあったが、若干迷いながらプレイしているように
もみえた。したがって、試合中は、決断を早く、自分
のするべきプレイをはっきりとさせることが必要なこ
とであるということが示されたといえる。
表3サービスレディから
　　　ボールデッドでの時間（sec）
N M　　　SD
Federer　　　　116　　　　12．3　　　6．4
Davydenko　　103　　　15．8　　　6．8
t　　3．84
　　＊＊＊
＊＊＊：p〈O．OOI
表4ボールデッドから
　　　サービスレディまでの時間（sec）
N M　　　SD
Federer　　　　102　　　　14．8　　　3．3
Davydenko　　8919．4　　3．8
t　　8．98
　　＊＊＊
　　　　　　　　　　　　　　＊＊＊：p〈0．001
　試合概要、試合でのポイント数は、それぞれ表1、
表2の通りであった。
　サービスレディからボールデッドになるまでの時間
は、Federerが12．3±6．4sec、　Davydenkoが15．8±
6．8secでFedererのほうが有意に短かった（p＜0．001、
表3）。これは、一つのポイントが終了するのにかか
る時間であり、この時間においてFedererのほうが
短かったということは、サービスにおいてその後のラ
リーで主導権を握ることができているため、ポイント
にかかる時間が短いということを示しているといえる
であろう。したがって、サービスから主導権を握れる
